
義務教育の機会均等とその水準の維持向上の観点から、
○全国的な児童生徒の学力や学習状況を把握・分析することによって、
国や全ての教育委員会における 教育施策の成果と課題を分析し、その改善を図る

○学校における個々の児童生徒への教育指導や学習状況の改善・充実等に役立てる
○そのような取組を通じて、教育に関する継続的な検証改善サイクルを確立する

調査の目的

○令和３年度調査日：５月２７日（木）
※新型コロナウイルス感染症の影響等を考慮し、調査日を例年より１か月余り後ろ倒しするとともに、
後日実施の期間を約1か月間に延長。結果公表は8月31日。

○令和３年度調査事項：
①教科に関する調査（国語、算数・数学）
②生活習慣や学習環境等に関する質問紙調査（児童生徒／学校）

○調査対象：全国の小学校第６学年、中学校第３学年の全児童生徒
児童生徒 約200万人（小学校約2万校、中学校約1万校）

調査の概要

令和３年度全国学力・学習状況調査について

Ⅰ．本体調査（悉皆調査）

Ⅱ．経年変化分析調査・保護者に対する調査（抽出調査）
○調査実施日：令和３年６月１日～３０日の間、対象学校が実施可能な日
※結果公表は今年度末の予定。

○調査事項：
①国語、算数・数学、中学校英語
②保護者への質問紙調査（児童生徒の家庭における状況や保護者の教育に関する考え方等）

○調査対象：抽出された小学校第６学年、中学校第３学年の児童生徒とその保護者
小学校６００校程度、中学校７５０校程度

※赤枠は
令和３年度
実施する調査

資料３－２



 国・公・私立学校 ◆参加＝２９，０６２校 
              

 
参加校数(A) 調査対象者の 

在籍する学校総数(B) 参加率(A/B) 

 

(参考)平成 31 年度

調査の参加率 

小学校 １９，１６７校 １９，２８０校 ９９．４％ ９９．４％ 
中学校  ９，８９５校 １０，３１６校 ９５．９％ ９６．０％ 
合 計 ２９，０６２校 ２９，５９６校 ９８．２％ ９８．２％ 

 
※約１０５万４千人の小学校６年生、約１０２万８千人の中学校３年生が参加する。 
※後日実施の小学校４５校、中学校１６８校を含む。 

 

(内訳) 

国立学校 ◆参加＝１５５校 
 

 参加校数(A) 
調査対象者の 

在籍する学校総数(B) 
参加率(A/B) 

 

(参考)平成 31 年度

調査の参加率 

小学校  ７５校  ７５校 １００％ １００％ 

中学校   ８０校   ８０校 １００％ １００％ 

合 計 １５５校 １５５校 １００％ １００％ 

※後日実施の小学校３校、中学校２校を含む。 

 

公立学校 ◆参加＝２８，４４０校 
 

 参加校数(A) 
調査対象者の 

在籍する学校総数(B) 
参加率(A/B) 

 

(参考)平成 31 年度

調査の参加率 

小学校 １８，９６５校 １８，９６５校 １００％ ９９．９％ 

中学校  ９，４７５校  ９，４７５校 １００％ ９９．７％ 

合 計 ２８，４４０校 ２８，４４０校 １００％ ９９．８％ 

※後日実施の小学校３７校、中学校１３３校を含む。 

 

私立学校 ◆参加＝４６７校 
 

 参加校数(A) 
調査対象者の 

在籍する学校総数(B) 
参加率(A/B) 

 

(参考)平成 31 年度

調査の参加率 

小学校 １２７校   ２４０校 ５２．９％ ５４．９％ 

中学校 ３４０校   ７６１校 ４４．７％ ４８．９％ 

合 計 ４６７校 １，００１校 ４６．７％ ５０．３％ 

※後日実施の小学校５校、中学校３３校を含む。 

 

令和３年度全国学力・学習状況調査の 
参加教育委員会数・参加学校数等について 

（令和３年５月１１日（火）時点） 

参加教育委員会数：１,８０９ 

※調査対象者の在籍する学校を所管する全教育委員会が参加する。 

※教育委員会数・学校数・児童生徒数は、令和３年５月１１日（火）時点のものであり、調査日当日ま

で、増減する可能性がある。 

※調査実施日は５月２７日（木）。６月３０日（水）まで後日実施が可能であり、後日実施の場合、全体

の集計からは除外するが、採点及び調査結果の提供を行う。 

※平成３１年度調査の参加率は最終的な実績である。 

※公立学校には、公立大学附属学校を含む。 

※後日実施の主な理由は、遠足（旅行）・集団宿泊的行事（修学旅行等）などの学校行事等。 

≪参加学校数等≫ 



1

令和３年度全国学力・学習状況調査において、児童生徒質問紙調査を、一部の国立大学附属学校（小中学校１００校程度）において、PC・タブレット等の
端末を活用したオンラインによる回答方式で試行的に実施。（学校質問紙調査については、平成28年度からオンラインによる回答方式で実施。）

令和３年度全国学力・学習状況調査 児童生徒質問紙調査における端末を活用したオンラインによる実施について

概要

＜回答画面イメージ＞

＜一部の実施校からの声＞

①児童生徒の反応・様子
○児童生徒の声
・「マークシートを塗りつぶさなくてよいので楽だった」「新鮮だった」「楽しかった」「回答しやすかった」
・「達成感がない」「チェック用の丸が小さかった」
○児童生徒の様子
・混乱はなく、興味を持って入力していた
・端末操作に慣れている児童が多く、スムーズであった
・紙での回答より速やかに回答できた（ページをめくる必要がない、紙より見直しや訂正等の操作が迅速等）
②メリットを感じた点
・回答用紙を回収する手間が省けた
・紙を使用しないので、環境にも良い
③改善した方がよいと考えられる点
・初めてのことで、事前の設定や操作確認に手間がかかった
・操作に手間取り、なかなかログインできなかった児童がいた
④今後に向けて必要と考えられる点
・普段から端末の活用に慣れていることが必要ではないか
・ネットワーク等のトラブルが生じた場合の対応など、教職員の端末等に関する一定のスキルが必要ではないか

○今年度の実施における課題や改善点等について把握・検証。
○来年度以降、端末を活用したオンラインによる回答方式について、対象学校数の拡大に向け検討。

＜実施の様子＞

[代表撮影]


